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自己紹介
• 山川 祐一郎 

• 岡山県倉敷市在住の
Web系フリーランス 

• NPO法人「くらしき
観光局」会員 

• 兼業主夫



ECサイトを 
構築する立場 
からのお話



販売したい商品、規模によって 
どのような構築方法を選択するか

各サービス・パッケージの 
メリット・デメリット



ECサイトを 
運営する立場？ 

構築を依頼される立場？



自身（依頼主）の 
業務に最適な運用方法 
ができる手段を選択



ECサイト構築依頼

1. 新規立ち上げ 

2. 運用中のショッピングサイトの 
リニューアル（ or カスタマイズ ） 

3. 他のパッケージ・サービスへ乗り換え



売りたいモノ いろいろ
• アパレル商品 

• 食品 

• 本、家具、CD／DVD、ゲーム、ホビー 
家電製品、オフィス用品、文具etc… 

• 手作り雑貨・アンティーク・中古品 

• オーダーメイド品、ダウンロード商品



アパレル商品
• 「サイズ」「カラー」など一つの商品に 
複数バリエーションがある場合が多い 
※ SS～3L、５色展開 → 30パターン 

• 一つの商品のバリエーションによって 
価格が変動するものもある 
（特大サイズ、限定カラーなど） 

• 春夏・秋冬シーズンで入れ替え



食品

• バリエーションはあまり無いが 
入数によって金額を変えて販売すること
も多い 

• 冷凍食品などの場合はクール便が必要 
ワインなどの商品は厳重な包装が必要



１品ものの商品
• 中古品やアンティーク品 

• 手作りでオリジナル商品を作ったり 
海外から雑貨を単品仕入れで販売したり 
在庫数が１点のものが多い 

• 中小規模のショッピングサイトを使うか 
オークションサイトを利用



オーダーメイド商品

• プリントTシャツ、名刺印刷、 
フォトアルバム作成サービスなど 

• 単純な販売のみではなく、プリントや 
刺繍、加工の見積もり機能が必要 

• 独自システムを構築する場合が多い



ダウンロード商品

• 写真素材、イラスト、動画 
オリジナル楽曲の販売に多く使われる 

• 購入時に商品の発送情報は不要 

• ダウンロード履歴や期限の管理を 
行う必要がある



売りたい商品の種類で 
ECサイトの 

販売チャンネルを選択



どんな選択肢？



独自ドメイン
サーバーに設置

サーバー契約不要

モール 
参加型

1

レンタル型

2

ECサイト 
パッケージ

3

オリジナル

4



1. モール参加型
• 大型ショッピングセンターにテナントを
出すイメージ 

• 他店舗で使ったポイントを利用できる 

• 競合商品／店舗が多くキャンペーンを 
絶えず打つなどで広告費が運営を圧迫 
する可能性も



代表的なECモール



楽天市場
• 出店数：約40,000店舗 

• 商品数：約1億5,000万点 

• 初期費用：60,000円 

• 月額利用料：19,500～100,000円 

• 売上手数料：2.0～6.0% 

• 決済手数料：平均2.9%



楽天市場
• 年に数度の大規模セールや、ポイント変倍  
キャンペーンなどの集客施作が充実 

• 楽天スーパーポイントはトラベルやブックスなど
グループサイトで共通利用可能 

• 楽天大学、楽天ECコンサルタントなど 
サポート体制が充実（でも有償） 

• 楽天がルール、楽天の言う通りに動かないと 
退店を申し渡されるなどの事例も



Yahoo! ショッピング
• 出店数：約20,000店舗 

• 商品数：約7,000万点 

• 初期費用：無料 

• 月額利用料：無料 

• 売上手数料：無料 

• 決済手数料：平均3.7%



• 2013年10月に初期費用、月額利用料、 
売上手数料、ヤフオク！出品料など無料化 

• 外部サイトへのリンクをフリー化、顧客リスト
の２次利用が可能 

• 個人での出店が可能 

• Tポイント連動で加盟サービス・店舗で利用可 

• 出店に関わる金額面の敷居をぐっと下げて 
新規出店数を激増させている

Yahoo! ショッピング



amazon.co.jp
• 出店数：非公開 

• 商品数：約5,000万点 

• 初期費用：無料 

• 月額利用料：4,900円 

• 売上手数料：8.5～45.0%（実質ほぼ15%） 

• 決済手数料：無料（売上手数料に含む）



amazon.co.jp
• Amazonに商品の販売を委託するスタンス 

• ページデザインや顧客対応に人手やコストを  
かける度合いが低くその分手数料が高め 

• 売上手数料に加えて成約料が必要なケースも 

• 大口出品・小口出品（マーケットプレイス）  
での契約が可能 

• 在庫をAmazonの倉庫に預けることで、翌日配送
などのサービスにも対応できる



モール参加型を選ぶ
• モール店舗の担当者（通販担当者）を 
しっかり据えることができる 

• 継続的にキャンペーンや広告へ 
乗っていける資金力と体制が必要 

• 他に負けない商品を持っている 
他よりも安く商品を提供できる「強み」



２. レンタル型
• ネットショップ開設を比較的容易に  
実現できるシステムをレンタルする 

• 基本無料のものから大規模な商品点数の  
掲載が可能なサービスまで多数存在 

• 独自ドメインを登録でき、自社サイト  
としての運用が可能 

• オリジナルのデザインをどこまで適用できるか



主なECレンタルサービス



カラーミーショップ
• 月額900円～で利用できるショップサイト 

• 最近CSSフレームワークの実装に対応して  
ショップサイトのオリジナルデザイン作成が  
より容易になった 

• ２種類の商品バリエーションに対応 
（サイズ × カラーごとの価格設定が可能） 

• FTPオプションを利用することでjsも使える 

• 大規模店舗向けの「プラチナプラン」も開設





Eストアー ショップサーブ
• 運営16年の老舗レンタルECサービスならではの 
豊富なノウハウを生かした機能 

• 独自テンプレートの利用、FTP利用が可能 

• 商品データはExcelファイルで管理して 
一括で登録するなどの管理ができる 

• 管理機能の他に、売上アップのためのサポート
や機能が充実している



Eストアー ショップサーブ
• 静的ページにパブリッシュする形式なので高速 

• 画像ファイルはメディアサーバー「piclabo」 
に格納される（ただしバックアップできない） 

• バリエーションも複数対応しているが、 
バリエーションごとに価格を設定できない 

• すべて税込価格のため消費税率変更時の  
価格変更が懸念



http://sps.estore.jp/





店舗分析レポート





Makeshop
• とにかく機能が多く、自由度が高い 

• 独自テンプレートを編集できるが、 
カート画面の編集を行えたり、 
クレジット決済画面を埋め込むことが可能 

• 税率設定、バリエーションごとの価格変更可能 

• 機能が多すぎるため逆に混乱するかもしれない



http://www.makeshop.jp/









Shop 
Serve

Make 
Shop

カラーミー 
ショップ

初期費用 9,519円 10,000円 3,000円

月額 4,565円～
32,667円

0円～ 
10,000円 833円～

無料試用 14日 15日 30日

商品登録数 100点～ 
10,000点

30点～ 
10,000点 無制限

サーバ容量 1GB 
～10GB

33MB 
～22GB

200MB 
～5GB

レンタルECサイトの比較



レンタル型を選ぶ
• 独自ドメイン設定で自社サイトとして
ショップを開設できる 

• 取り扱う商品の種類・点数に最適な 
サービスを選んで低コスト運営 

• サービス毎にできること・できないこと 
の違いを把握しておくことがポイント



３. ECパッケージ
• レンタル・専用サーバーに設置して  
運用するECシステム 

• オープンソースで無償のものが殆ど 

• 登録商品点数やサーバーの容量を 
制限されたくない場合に 

• レンタル型などで実現できない機能を  
別途実装ができる自由度と拡張性



代表的なECパッケージ



EC-CUBE

• 国内で一番導入されているECパッケージ 

• 今年、最新版のVer.3で設計思想から見直し 

• すべての画面のデザインを変更できる 

• プラグインを導入することで機能追加



EC-CUBE
• 400件を超える豊富なプラグイン 

• プラグイン導入・カスタマイズを行わないと、 
望む形のショッピングサイトにならない 

• バージョンアップができない、もしくは  
失敗したトラブルが多い 

• バージョンアップできたとしてもプラグインが 
対応していない場合も 

• 公式のサポートは2017年まで継続

（2.x系）





EC-CUBE
• フレームワーク（Silex）を利用し、根本的な  
設計から見直し 

• プラグインファーストという思想のもと、最小の
構成に、いろいろなプラグインをインストールし
機能追加していく 

• レスポンシブWebデザインに対応 

• アップデートがかなり容易に  
（データのマイグレーション機能などを搭載） 

• 2.x から 3.xへのバージョンアップは困難

（3.x系）







新規でEC-CUBE 
を導入するなら 
Ver.3がおすすめ



SOY-Shop
• CMSパッケージ「SOY CMS」の拡張機能だが、
単体でインストール可能 

• 月商数十万円～1億円程度のショップで導入事例 

• シンプルな管理機能で解説書など特に必要なし 

• 画面デザインの変更は容易に行うことができる 

• 他のSOYシリーズとの連携が非常にスムーズ



http://www.soycms.net/extensions/
app/SOY_Shop









パッケージを選ぶ
• モール・レンタルでは要件を満たせない 
場合、自社サイトと同じドメインで運用
したいなど 

• 設置にはPHP、MySQLやWebサーバー
に関する知識が必要 

• カスタマイズやバージョンアップに 
関するコストを必ず視野に入れる



４. オリジナル
• サービス・パッケージに自社の業務を  
どうしても合わせられない場合 

• 商品点数が非常に多いもの 

• パッケージのカスタマイズのコストが  
非常にかかってしまう場合 

• オリジナル開発の場合、コストと 
スケジュールが懸念



モール 
参加型

1

レンタル型

2

ECサイト 
パッケージ

3

オリジナル

4



何をポイントに 
選べばいいの？



ECチャンネル選定ポイント
• 取り扱う商品の種類と、総点数 

✤複数バリエーションがあるか 
✤バリエーション毎に価格は異なるか 

• メールマガジンなどで情報発信を行うか 

• ギフトや複数発送先の登録は必要か 

• 大口購入による割引があるか 

• 代引きや送料などの設定ルールが特殊かどうか



ECチャンネル選定ポイント

• レンタルECサービスの場合、多くは 
無料体験期間がある 

• すでに自社内で販売管理・在庫管理の 
システムがある場合の対処 

• 事前に契約前のお問い合わせで色々 
尋ねてみる



失敗のない 
ECショップ選びを



ありがとうございました

@yantona

https://facebook.com/ 
yantona


